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研究成果の概要（和文）： 

自己抗体の診断能・費用効果性を検討する上で基礎データとなり得る、リウマチ・膠原病領域

の合併症に関する研究を中心に行い、間質性肺炎診断の血清学的診断マーカーである KL-6 及び

SP-D の有用性、真菌感染症の血清学的マーカーとしてのβ-D グルカンの有用性を証明した。ま

た、関節リウマチ治療における医療の安全性・効率性をより高めるため、代表的な抗リウマチ

薬の一つであるサラゾスルファピリジンの代謝酵素に対する遺伝子多様性が副作用に与える影

響について、特定の 1塩基変異が副作用発現に関与している可能性を突き止めた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We showed the efficacy of the following serum markers; KL-6 and SP-D for interstitial 

pneumonia and beta-D glucan for fungal infection. Both of the diseases are very serious 

complications for the rheumatic diseases. We also proved significant relationship between 

Salazosulfapyridine, one of the common Disease Modifying Antirheumatic Drugs, and its 

side effect through the Single Nucleotide Polymorphism of its metabolic enzyme. These 

findings will be helpful to the diagnosis and treatment of the rheumatic diseases. 
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１．研究開始当初の背景 近年リウマチ・膠原病診断のために、抗ＣＣ



Ｐ抗体など新しい臨床検査が開発されてい

る。しかし、新しい検査法は診断能、費用効

果性が適切に評価されないまま臨床現場に

持ち込まれていることが多い。また、膠原病

に対する自己抗体の多くは、感度が低く多数

の検査の組合せが必要であり不必要に多数

の検査が実施されることもまま認められる。

このような観点から、膠原病関連自己抗体の

診断上の有効性などについて検討の必要が

あると考えた。 
 
２．研究の目的 

早期関節リウマチの診断及び膠原病関連の

自己抗体に関して、従来必ずしも明らかでな

かった診断能の包括的分析を行い、早期関節

リウマチを含む膠原病関連の検査に関して、

もっとも安価かつ効率的な診断に至るガイ

ドラインの作成を目指した。 
 
３．研究の方法 

 決断分析・費用効果分析を行う上で必要な

パラメータを設定するために、既存のデータ

がない項目に関しては、メタ・アナリシスよ

る系統的評価を行った。特に検査診断能つい

ては、Moses らにより提唱された Summary 

Receiver Operating Characteristic Curve 

(sROC) を積極的に活用した。 
 
４．研究成果 

自己抗体の診断能・費用効果性を検討する

上で基礎データとなり得る、リウマチ・膠原

病・自己免疫疾患領域の合併症に関する既存

のデータが不足していたため、これらを明ら

かにする研究を中心に行った。膠原病の重篤

な間質性肺炎診断の血清学的診断マーカー

である KL-6 及び SP-D については、メタ・

アナリシスの手法を用いる事によりその有

用性を証明した（現在投稿中）。また、治療

による重篤な合併症である感染症について

は、特に真菌感染症の血清学的マーカーとし

てのβ-D グルカンの有用性をメタ・アナリシ

スにより証明した（現在投稿中）。加えて、

関節リウマチ治療における医療の安全性・効

率性をより高めるため、代表的な抗リウマチ

薬の一つであるサラゾスルファピリジンの

代謝酵素に対する遺伝子多様性が副作用に

与える影響について、メタ・アナリシスの手

法を用いて検討した結果、特定の 1 塩基変異

が副作用発現に関与している可能性を突き

止めた（投稿準備中）。 
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